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2.3.2 いわき市上釜戸（初生地すべり） 
地震後に発生した地すべり被災事例として，福島県い

わき市上釜戸地区の調査成果を以下に示す。 

 

2.3.2.1 災害発生日時・地震の概要 

地すべりの誘因となった地震は 2011年（平成 23年）

4 月 11 日の 17 時 16 分に福島県浜通り（いわきの西南

西，約 30km付近），深さ 6km（暫定値）で発生した。最

大震度は 6 弱でマグニチュード（以下、M）が 7.0 の正

断層型地震であったa。 

 

 
図 3.2.1 推計震度分布図 1) 

（2011年 4月 11日 17時 16 分頃の福島県浜通りの地震） 

 

2.3.2.2 災害発生箇所 

災害発生箇所は，震央から北北東方向に約 15km の地

点に位置する。 

 

                             
a平成 23年(2011年)東北地方太平洋沖地震について（第 35報）. 

http://www.jma.go.jp/jma/press/1104/11b/201104111820.html 

 
図 3.2.3 断層分布図 2） 

 

災害発生箇所の近傍には，この地震に伴って

井戸沢断層と湯ノ岳断層に沿った地表地震断層

（正断層）が生じたとの報告bがあることから，

災害発生地点では強い地震動を伴ったと考えら

れる 1)。 

 

2.3.2.3 地質 

第三紀中新世中山層群のシルト岩・砂岩互層

に中新世高久層群の砂岩が不整合の関係で重な

る。走向はほぼ南西で約 10°南傾斜を示す。東

西方向に小断層，南北方向の節理が発達する（図

3.2.4）。 

 

2.3.2.4 被災状況 

地すべり土塊は延長約270mにわたって南方向

に移動した。これにより路面が隆起し，崩積土

が道路を埋積した（写真①,②,③）。 

 

                             
b石山達也・佐藤比呂志・伊藤谷生・杉戸信彦・越後智雄・加藤

直子・今泉俊文(2011). 2011年 4月 11日の福島県浜通りの地

震にともなう地表地震断層,東京大学ＨＰ. 

http://outreach.eri.u-tokyo.ac.jp/eqvolc/201103_tohoku/

fukushimahamadoori/#FukushimaNo1 
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図 3.2.4 地質平面図 1)修正引用 

 

 
 

 

図 3.2.5 地質平面図の凡例 1)修正引用 

 

地すべり土塊の頭部，中央部，側部に陥没帯が形成さ

れている（写真④,⑤,⑥）。中央部（図 2.2.3(3)⑤地点

付近）の陥没帯の幅が中央部と側部に比べて広い。 

東側の道路法面（①付近）のアンカーが破断し，道路

面は隆起した。アンカーのずれから地すべりは南南西の

方向に約 4m 変位したと推定される。西側法面（図

2.2.3(3)の③地点付近）の作業道付近は，南南西の方向

に約 50m変位したと推定される 1）。 

 

 
写真 3.2.1 崩積土の道路埋積状況 1）① 

（撮影日：2011年 4月） 

 

 
写真 3.2.2 道路面の隆起状況 1）② 

（撮影日：2011年 4月） 

 

 
写真 3.2.3 地すべり中央部末端部滑落崖の状況

1）③ 

（撮影日：2011年 4月） 

 

 
写真 3.2.4 地すべり頂部陥没帯の状況。滑落崖は

ほぼ南西方向に伸びる 1）。④ 

（撮影日：2011年 4月） 

 

 
写真 3.2.5 すべり中央部陥没帯の状況 1）⑤ 

（撮影日：2011年 4月） 

 

写真撮影位置 

① 

② 

④ 

⑤ 

③ 

⑥ 

資材倉庫 
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写真 3.2.6 地すべり中央部陥没帯の状況 1）⑥ 

（撮影日：2011年 4月） 

 

 
写真3.2.7 北西－南東方向の段差クラックの状況 1）⑦（撮

影日：2011年 4 月） 

 

 
図 3.2.6 地すべり変位 1）修正引用 

 

 

東側の道路法面上方にあった資材倉庫の宅盤には多

数の北西－南東方向の段差クラック（地割れ）が確認で

きる（写真⑦）。2 箇所ある排水路のずれにより，南南

西方向に約 2～3m変位したと推定される 1）。 

構造物および沢の状況から見ると，地すべりは南南西

の方向に上部尾根および東側で 5～7m，西側中央部から

末端までで 50m 以上の変位があったと推定される（図

3.2.6）1）。 

 

2.3.2.5 地すべり面 

ボーリング調査結果から作成されたA～D測線

の縦断図を見ると,すべり面は基盤を構成する

中山層群のシルト岩の中の破砕部と推定される。

地下水位の最終および観測水位はすべり面付近

あるいはすべり面より深い位置にある 1）。 

 

 
図 3.2.7 測線位置図 1） 

 

2.3.2.6 動態観測の結果 

地すべり観測器機として地表伸縮計，孔内傾

斜計，パイプひずみ計が設置され,地下水位の観

測が実施されている 1）。 

地表伸縮計については震度 4 以上の余震に対

して微細な変位が確認された。孔内水位計とパ

イプひずみ計については全般的に明瞭な変位は

観測されていない 1）。 

地下水位については，A側線頭部と A側線末端

部で 2011 年 5 月 29 日 1:00～5 月 30 日 3:00 間

の累積雨量47.5mmを記録した降雨時に水位上昇

が確認できたものの，その他の観測地点では降

雨に対する明瞭な水位変化は確認されていない
1）。 

 

2.3.2.7 地すべり機構 

本地すべりは幅 270m，長さ 210m，厚さ 31mの

南に軸を持つ釣鐘状の形状を示す。 

地すべりブロックは，尾根付近の比較的変位

量が少ない「Ⅰブロック」，「Ⅱブロック」と，

幅の広い中央部の陥没帯を頭部とする移動体の

「Ⅲブロック」に大別される。Ⅲブロックは，

さらに滑落崖・陥没帯を頭部とするⅢ-1～Ⅲ-4

A測線 

B測線 C測線 

D測線 

変位 50m 

変位 4.0m 

変位 2.2m 

変位 3.0m 

変位 20m 
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ブロックに区分される。 

 

 
図 3.2.8 地すべりコンター図 1） 

 

2011年4月11日の地震によってⅢブロックが変位し，

背後の尾根部に位置するⅠブロックとⅡブロックが滑

動したと考えられる。 

Ⅲブロックの南西方向での変位量が大きいのは，南西

方向に土塊を遮る地形的要素がないためであり，より動

きやすい方向に移動したためと考えられる。 

地すべりの素因は低角度の層面断層，高角度の東西走

向の小断層・節理，高角度南北走向の節理と考えられる。 

地すべりの誘因は 2011年 4月 11日 17時 16分に発生

した最大震度 6 弱の直下型地震であるが,このとき本箇

所近隣の気象庁山田観測所（アメダス）では，16:00～

17:00 間の 1 時間雨量が 7.5mm，17:00～18:00 までの 1

時間雨量が 5.0mmを記録している。観測期間中の降雨と

水位変動との関係を見る限り水位上昇への影響が小さ

い降雨であると考えられるが，地すべり発生に降雨が関

与していた可能性は考えられる。 

 

2.3.2.8 おわりに 

本地すべりは 2011年 4月 11日に最大震度 6弱、マグ

ニチュード 7.0 の東北地方太平洋沖地震の余震(正断層

型の直下型地震)で発生した。新第三紀中新統の砂岩泥

岩互層をすべり面に持ち、地すべり土塊により主要地方

道が寸断される被害が発生した。大きく 5つの地すべり

ブロックから構成され，土塊の変位量は最大で 50mに達

した。 

地すべり発生の約 6 ヶ月後の 2011 年 9月 10 日には，

地すべりⅢブロック付近は除石されていた（写真3.2.8）。

被災した主要地方道いわき石川線も土塊が除石され，仮

復旧されている（写真 3.2.9,写真 3.2.10)）。 

不安定土塊が除石されたことで再移動する土

塊量は少なくなったものの地すべり土塊が再移

動する可能性はあることから，今後も降雨量と

土塊の変位量，地下水位の時系列変化を把握し

ながら土塊の変位状況をモニタリングするとと

ともに，主要地方道への土砂流出防止のために

現在裸地となっている範囲の表面浸食防止対策

を行うことが望まれる。 

 

 
写真 3.2.8 Ⅲ-1,Ⅲ-2ブロック付近の状況。土

塊が除石されている。東側から西側を望む。（撮

影日：2011年 9月 10日） 

 

 
写真 3.2.9 道路の仮復旧状況（押し出された土

塊は除石されている。）（撮影日：2011年 9月 10

日） 

 

土塊の移動方向 

Ⅰブロック 

Ⅲ-1 ブロック 

Ⅱブロック 

Ⅲ-2 ブロック 

Ⅲ-3 ブロック 

Ⅲ-4 ブロック 
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写真 3.2.10 道路の仮復旧状況（押し出された土塊上

に道路が仮復旧されている。）（撮影日：2011 年 9 月 10

日） 

 

平成 24年 2月 8日の気象庁発表資料cによると，これ

までに余震は M7.0 以上 6 回，M6.0 以上は 96 回，M5.0

以上は 588回発生している。単純計算でこの発表時点ま

で 1日に約 2回の割合で余震が発生している。今後の見

通しでは余震は次第に少なくなっているというが，今後

もまれに大きな余震発生の可能性が示されている。 

余震の規模によっては上釜戸地区のような地すべり

の移動土塊による直接被害のみならず道路寸断によっ

て孤立する地区が出てくる可能性が考えられる。 

すべての地すべり地のハード対策や観測体制の整備

は経済的にも技術的にも困難であるため，緊急性の高い

箇所については動態把握を実施するとともに，孤立の可

能性がある地区については迂回路の整備，地域住民への

危険箇所の周知や被災状況を含めた防災情報の伝達体

制の充実といった対策の推進が重要と考える。 
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